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１．業務概要

 

１－１ 業務の目的 

国指定史跡中沢浜貝塚は、広田半島の西側丘陵上に位置し、眼下には広田湾が広がる。

縄文・弥生・平安時代の長期間に渡り、ここは人々の生活の場であったことは明治４０

年を嚆矢とする発掘調査でも確認されている。 

このような調査により多くの人骨が見つかっており、人類学の発展に大きく貢献した。

それとともに、豊かな海を背景として広い範囲に貝塚が残され、膨大な量の土器や石器、

また本貝塚の代名詞ともいえる多種多様な骨角器が出土するなど、重要な発見がなされ

ている。 

このため、保存管理計画の策定、土地公有化、範囲確認調査、緊急発掘調査等を行い、

適切な管理と学術研究を進めるとともに、地域振興と一体化した歴史公園を目指した整

備と活用についても、市民を交えて検討を重ねてきた。また、当地域は東日本大震災に

より壊滅的な被害を受けた地域で、地域住民の緊急避難先の必要性が高まっていた 

このような背景を踏まえて、平成 25年度には学識経験者や地域の代表者と委員会形式

にて検討を重ね、歴史防災公園としての基本理念を設定して防災公園としての基本計画

を作成した。 

 

本業務は、昨年度の検討結果を踏まえて、中沢浜貝塚歴史防災公園の防災機能に関す

る基本・実施設計を行うとともに、歴史防災公園の整備に向けた委員会運営の支援と、

地域住民との連携を継続するための広報用パンフレット作成および地元説明会の運営補

助を行うことを目的とする。 

 

 

 



 

 

１－２ 業務概要 

業務の概要は次のとおりである。 

 

(１)業務委託名 中沢浜貝塚歴史防災公園基本・実施設計他業務 

(２) 工期         自）平成 26年 11月 18日～至）平成 28年 3月 31日 

(３)業務項目 ・平成２６年度（契約締結日から平成２７年３月３１日） 

①路線測量、現地測量、基準点測量、水準測量、用地測量（資料収

集） １式 

②防災公園基本設計 １式 (1.7ha) 

③広報用パンフレットの作成（内容検討） １式 

④地元説明会の運営補助 （１回）１式 

⑤打合せ協議（４回） １式 

 

・平成２７年度（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日）

①用地測量 １式 

②地質調査 １式 

③防災公園実施設計 １式 (1.7ha) 

④広報用パンフレットの作成（取りまとめ・作成） １式 

⑤委員会等の運営（１回） １式 

⑥地元説明会の運営補助 （1回）１式 

⑦文化庁協議（１回） １式 

⑧打合せ協議（５回） １式 

(４)発注者 陸前高田市 教育委員会生涯学習課 

担当 桐木 亮 主事  藤元 剛史 主事 

〒029‐2292 陸前高田市高田町字鳴石 42 番地 5  

TEL 0192‐54‐2111（内 261） FAX 0192-54-3888 

(５)受注者 株式会社 協和コンサルタンツ 東日本支社 

〒980-0013 仙台市青葉区花京院2丁目1番 14号花京院ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

        TEL 022-266-4952 FAX 022-267-5139 

管理技術者：鈴木 良 

担当技術者：進藤 重悦、山口 和浩、鶴谷 大介 

佐藤 恭子、小野 志朗、栗原 葉月 

本多 英由美、山本 沙代子 



 

 

１－３ 位置図 

対象地は、以下のとおりである。 

 

 

 

計画地 



 

 

測量範囲、基本・実施設計範囲（史跡範囲）は、以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形測量・ボーリング調査範囲（約 5.0ha） 

公園基本・実施設計範囲 

※史跡範囲（約 1.7ha） 



 

１－４ 全体工程表 

本業務は、以下の工程表を基本に進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

０．業務準備

１．基本設計 約1.7ｈａ

与条件の確認

予定工作物の検討および設定 保存管理計画との整合性確認

基本設計図の作成

基本設計説明書の作成

２．実施設計 約1.7ｈａ

実施設計の検討

実施設計図の作成

鳥瞰図の作成 A2サイズ（１枚）

数量計算

概算工事費の算出

実施設計説明書の作成

３．地質調査 2箇所

機械式ボーリング 砂質土を想定

サンプリング

標準貫入試験

室内土質試験

総合解析 資料とりまとめ、断面図作成

３．現況測量 約5.0ha

基準点測量

水準測量

現地測量 約5.0ｈａ

４．用地測量 約1.7ｈａ

現地踏査

資料調査

境界確認

境界測量

用地境界仮杭設置

境界点間測量

面積計算

用地実測図原図等の作成

公共用地境界確定協議

●●●議協

５．その他

広報用パンフレットの作成 A4×8ページ　2000部

委員会の運営 回1会員委導指◎◎

地元説明会の開催 ◎ ◎

文化庁協議 ●

途別は議協量測地用※●●●●●●●●●せ合打

成果品作成

項目
2014（H26）年度 2015（H27）年度

備考



 

２．公園基本設計

 

２－１ 与条件の確認 

設計を行うにあたって、前提となる上位計画や関連計画、適用される設計基準等の確認

を行った。 

 

（１）上位・関連計画 

 ①国指定史跡 中沢浜貝塚 保存管理計画書（平成 11 年 2 月 陸前高田市） 

中沢浜貝塚が昭和 9年 1月に国史跡に指定されて以来、保護対策の遅れが課題となって

いたため、史跡として適切に保存管理するための施策を定め、総合的かつ計画的な運用を

推進することを目的に策定された。 

計画書の概要を、以下に示した。 

 

 

項目 内容 

保存管理計画策定

の 

基本理念 

●史跡の保存 

 史跡保存の原則に立ち、現状以上の史跡の改変を防ぐとともに、土地の公有

化を推し進め、史跡の積極的な保護及び保存を図る。 

●史跡の普及 

 公開講座や出土資料の展示を行い、史跡への理解を深めながら、郷土の誇り

として史跡の重要性の普及を図る。 

●史跡の調査・研究 

 三陸沿岸の優れた漁撈（魚類や貝類を捕ること）文化を示す出土品が多く見ら

れるため、出土遺物を体系的に把握し、史跡の調査・研究をすすめ、中沢浜貝

塚の意義の高揚に努める。 

●史跡の公開・整備・活用 

 史跡は保存するだけでなく、積極的に活用してはじめて現代的意義を有する

ようになる。史跡を訪れる人々が悠久な歴史を感じ、憩える場として整備し、活

用していくことが求められている。中沢浜貝塚についても、市民をはじめ多くの

人々が楽しめる史跡公園の整備を図る。なお、整備計画は別途に策定する。 

（国指定史跡「中沢浜貝塚」保存管理計画書 P17～18 より抜粋）
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 ②中沢浜歴史防災公園整備基本計画策定業務報告書（平成 26 年 3 月 陸前高田市） 

国指定史跡中沢浜貝塚は、縄文・弥生・平安時代の長期間に渡り、ここは人々の生活の

場であったことは明治４０年を嚆矢とする発掘調査でも確認されている。 

これらの調査により多くの人骨が見つかっており、人類学の発展に大きく貢献した。そ

れとともに、豊かな海を背景として広い範囲に貝塚が残され、膨大な量の土器や石器、ま

た本貝塚の代名詞ともいえる多種多様な骨角器が出土するなど、重要な発見がなされてい

る。 

このため、保存管理計画の策定、土地公有化、範囲確認調査、緊急発掘調査等を行い、

適切な管理と学術研究を進めるとともに、地域振興と一体化した歴史公園を目指した整備

と活用についても、市民を交えて検討を重ねてきた。また、当地域は東日本大震災により

壊滅的な被害を受けた地域で、地域住民の緊急避難先の必要性が高まっていた。 

このような背景を踏まえて、平成 25 年度に学識経験者や地域の代表者と委員会形式に

て検討を重ね、歴史防災公園としての基本理念を設定して防災公園としての基本計画を作

成した。 

 

 



方え考の設施入導・置配アリエ
第一段階導入施設
主に【防災公園】

第二段階導入施設
主に【歴史公園】

設施入導設施入導置　配線動

海岸から高台への避難ルート

主動線と各入口をつなぐルート

史跡全体を周遊できるルート

●史跡区域外にガイダンス施設や駐車場、WS意見を踏まえ
た遊具広場や花見広場などの整備を検討

●計画地の第２種区域を中心に配置する
●平坦地に、お祭りやイベント等のできる多目的広場を配置
する

・公園への主要なアクセス場所に、入口を配置する

歴
史

基本方針

中沢浜貝塚歴史防災公園基本構想

　日本の考古学や人類学の発展に寄与した
史跡として、今後も調査研究を継続させな
がら、後世に継承できるよう適切に保全す
る

　水産日本の基礎を築いた縄文人のくらし
と、海とのかかわりを体感できる施設整備
を行う

　市民が「わたしたちの史跡」と誇れるよ
うに、市民協業による計画づくりや、観
光・交流イベント等を開催する

防災エリア
●計画地の第２種区域を中心に配置する
●計画地内で最も高い位置となる（計画地東端））を中心に
防災施設を配置する

史跡保全エリア

●計画地の第１種区域を中心に配置する
※調査は長期間かかることが想定されるため、調査研究結果
を適宜市民に提供できるよう、仮設ガイダンス施設の設置や
パンフレット等による広報を行うも検討
※調査研究結果を踏まえて、史跡整備内容を精査する

眺望エリア
●海を見渡せる計画地西側で、地形の掘削等が不要で史跡へ
の影響がない範囲に配置する
●WS意見を踏まえて、既存木の周辺に四阿を配置する

●歴史解説板（仮設置）

●貝層観察施設
●遺構復元施設
●歴史解説板
●散策遠路
●植栽

●休憩施設（四阿・ベンチ）
●転落防止フェンス
●海の解説板（仮設置）

●芝生広場
●散策園路
●植栽

●避難広場
●防災施設
（備蓄倉庫、防災ベンチ等）

●散策園路
●植栽

●入口（ブロック舗装）
●園名表示サイン
●花壇

●公園案内板

○駐車場（仮設置）

【史跡外に整備を検討】
　○ガイダンス施設
　○管理棟、トイレ
　○駐車場
　○遊具・花見広場

●多目的広場

　三陸沿岸部の貝塚が東日本大震災・津波
で被災しなかったこと、および中沢浜貝塚
では設置されている石碑から過去の津波に
おいても被災していないことに鑑み、周辺
漁港等からの緊急（一時）避難場所とする

交流エリア
●散策園路
●植栽

中沢浜貝塚歴史防災公園基本構想（動線計画）

防
災

　史跡保全に配慮しながら、緊急避難場所
としての機能を確保できる施設整備を行う

　過去の津波でも被災しなかった場所であ
ることを後世に継承するとともに、地域住
民が「中沢浜貝塚」は「史跡かつ避難場
所」と認知できるよう、施設整備を行う

入口エリア

史跡外エリア

主動線

基本方針

動
線

・対象地内を周遊できるルートを設定する
・散策できるルートを設定する
・周辺漁港等からの緊急（一時）避難場所
とする
・広田半島の観光施設とのネットワーク化
を図る

○は 史跡外に整備を検討する施設

路スセクアのと道県○トールスセクアのへ園公、らか設施辺周や道県アクセス動線

避難動線

散策動線

●（ユニバーサル）園路

●ウォーキングコース

●避難階段、避難路
●ソーラー照明

○は、史跡外に整備を検討する施設



中沢浜貝塚歴史防災公園　基本計画図（素案）　1：800
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眺望エリア
  エリア

防災エリア

・休憩施設（四阿）
・芝 
・転落防 フェンス

・避難広場
・防災施設
（備蓄倉庫、防災ベンチ）
・散策園路、植栽

  エリア

・避難階段

・舗装
・園名表 サイン

交流エリア

中沢浜貝塚歴史防災公園　基本構想図

・多 的広場

・舗装
・花壇
・公園案内板

防災ゾーン

歴史ゾーン

・避難階段

史跡整備エリア

・歴史解説板
・ 層観察施設
・遺構復元施設
・散策園路、植栽

史跡整備エリア

【史跡外（隣接地）に 地確保が可能な場合、
 以下の施設の導 を検討】

【史跡整備エリアについて】
○埋蔵 化財の発掘調査結果を踏まえて、史跡の保存・活 
 に関する基本計画を策定する

○発掘調査は 期（全てを調査するには10年間単位）を要す
 るため、（仮設）のガイダンス施設を敷地内に設置し、進 
 している調査内容や出 品の仮展 を うことも検討

①博物館
②トイレ・管理棟
③駐 場
④遊具広場（ 供の遊具や健康遊具）

計画対象地



中沢浜貝塚歴史防災公園　基本計画図　1：800
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入口

主動線（ユニバーサル動線）

散策動線

避難動線

アクセス動線

中沢浜貝塚歴史防災公園基本構想　動線計画図　1：800

新県道からのアクセス

計画対象地



中沢浜貝塚歴史防災公園　基本計画図　1：800
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計画対象地

芝 広場

史跡整備エリア

多 的広場

花壇
四阿

避難階段

防災倉庫
防災広場

  ・案内板

避難広場
防災ベンチ・スツール
照明灯

 のひろば

公園案内板

公園案内板

公園案内板

【史跡外（隣接地）に 地確保が可能な場合、
 以下の施設の導 を検討】
①博物館
②トイレ・管理棟
③駐 場
④遊具広場（ 供の遊具や健康遊具）

【史跡整備エリアについて】
○埋蔵 化財の発掘調査結果を踏まえて、史跡の保存・活 
 に関する基本計画を策定する

○発掘調査は 期（全てを調査するには10年間単位）を要す
 るため、（仮設）のガイダンス施設を敷地内に設置し、進 
 している調査内容や出 品の仮展 を うことも検討

  ・案内板

 碑（既設）

 碑（既設）

史跡整備エリア

案内板
（史跡範囲図）

解説板（既設）
（中沢浜 塚の 々）

転落防 フェンス

（仮設）園路
照明（誘導）灯

（仮設）園路
照明（誘導）灯

四阿付近から広田湾の眺望

史跡整備エリアイメージ 園路イメージ

案内板イメージ

防災広場イメージ

多目的広場イメージ

避難階段イメージ



 

 

２－２ 基本設計の検討 

基本設計の検討は、設計条件の確認及び整理を行い、設計方針を設定した。また施設内

容の検討および工種別設計方針を設定した。 

検討した内容は基本設計図としてとりまとめ、資料編に示した。 

 

（１）設計条件の確認 

中沢浜歴史防災公園整備基本計画策定業務報告書、および陸前高田市より提示された前

提条件を整理し以下に示した。 

 

前提条件を踏まえて、対象地区が文化財であることを踏まえながら、検討を進めること

とした。 

また、保存管理計画との整合性については、前項で整理した保存管理計画にまとめられ

ている第１種区域・第２種区域の保存管理基準を踏まえるほか、別途実施される内容確認

調査の結果を反映させながら、設計内容の検討を進めることとした。 

さらに、地元住民への説明会は、当初予定通り平成 27年 1月 22日（木）に開催した。

開催内容・結果は、第４章でとりまとめを行った。 

 

 

●陸前高田市より提示された前提条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①史跡である認識を十分に持ち、計画等の策定を行う 

 

②設計内容を検討するにあたっては、保存管理計画との整合性をとる 

 

③基本計画の内容を、地元住民に説明して、意見を反映させる 

 

④上記を踏まえながら、本設計では、防災機能について設計を行う 



 

 

（２）基本方針の設定 

設計条件を踏まえて、基本設計における基本方針を以下の通り設定した。 

 

①史跡である認識を十分に持ち、計画等の策定を行う 

 

 

 

 

 

 

 

②設計内容を検討するにあたっては、保存管理計画との整合性をとる 

 

 

 

 

 

③基本計画の内容を、地元住民に説明して、意見を反映させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上記を踏まえながら、本設計では、防災機能について設計を行う 

 

 

 

 

 

 

 

●史跡の保全・保護に十分配慮し、文化庁協議および学識者へのヒアリングを

行いながら設計を進める 

●（広報用パンフレットにおいて、史跡の重要性について記述を行う） 

●住民意見を反映した設計を行う 

●主な住民意見 

・子どもたちが学習できる場であって欲しい。 

・ワークショップ意見を反映して欲しい。 

・5 年後や 10 年後の姿を提示することが必要。 

・将来的には（貝層）展示施設が必要。 

・草刈りは定期的に行って欲しい。 

・市より提示された、避難階段、避難園路、避難広場、（防災用）四阿、防災ベ

ンチ、ソーラー照明、案内サイン、転落防止フェンスについて設計を行う 

・地元要望のある、防災倉庫は、関係機関と協議しながら検討を進める 

●第１種区域、第２種区域の保存管理基準と整合ある設計を行う 



 

 

（３）施設内容の検討 

基本方針を踏まえて、施設内容の検討および工種別設計方針の設定を行った。 

 

なお今年度、陸前高田市で実施を予定していた内容確認調査は、工程の都合上、平成

27 年４月以降に行われることとなったため、実際に施設配置が可能であるか（基礎等設

置のために掘削を行うことが可能であるか）等の詳細については、内容確認調査結果を踏

まえて、再検討を行うこととする。 

 

①施設内容の検討 

設計条件を踏まえて、基本方針を踏まえて、防災機能となる避難階段、園路、避難広場

の配置を検討し、次頁の施設配置図に示した。 

 

避難階段は、緑化ブロック下の私有地から、緑化ブロック上部の凹地がある場所に設置

し、そこから大規模な造成を行わずに設定できるルートを園路として設定した。また第２

種区域の中でレベルを確保できる範囲を広場として設定した。 

また上記園路のほか、敷地内の現道へとつながる園路も設定した。 

なお四阿、防災ベンチ、ソーラー照明、案内サイン、人止めフェンスは適宜必要な箇所

に設置した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 施設配置図 



 

３．公園実施設計

 

３－１ 実施設計の検討 

（１）基盤整備 

①構造物撤去工 

山側の広場入口部で、入口スロープ設置のために支障となる、防護柵、石積、擁壁は撤

去する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

②敷地造成工 

造成は、現地形を掘削しないことを基本とするが、海側の擬木階段と四阿付近は構造物

設置のために盛土造成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③法面工 

山側の広場入口部は、スロープ設置のための土留め機能を兼ねた、ふとんかごを設置す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

④擁壁工 

法面工（ふとんかご）と現況地盤とのレベル差を解消するため、ふとんかご端部に、土

留板を設置する。 

 

（２）植栽 

①地被類植栽工 

法面工（ふとんかご）と民地境界部は、表面保護のために張芝を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（３）施設整備 

①電気設備工 

照明灯は、災害時でも使用できるようソーラー式とする。 

なお内容確認調査結果から、コンクリート基礎を掘削できる範囲においては、照明灯-1

タイプとし、掘削が不可能な場所では、照明灯-2（置型基礎）タイプとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②園路広場整備工 

・舗装工 

園路は今後の発掘調査等への支障が生じないように基本的には舗装せず、不陸整正を行

うまでとする。 

なお、擬木階段部と山側の入口部分は、歩行の安全性を確保するために簡易な土舗装を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・階段-1 

避難階段は、耐久性を考慮して鉄骨構造とし、歩行部には合成木材を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・階段-2 

山側の広場入口部は擬木階段を設置し、地形勾配に合わせたスロープを設置する。 

 

 

 

 

 



 

・擬木階段 

階段-1から広場への高低差を解消するため、擬木階段を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手すり-1～3 

各階段部には昇降補助のための手すりを設置する。 

 

③サービス施設整備工 

・ベンチ 

ベンチは、防災機能として、かまどベンチを採用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・縁台 

四阿に休憩用の縁台を設置する。 

縁台には、四阿を災害時に救護室として使用するためのテントを収納できるタイプとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サイン 

入口には、公園案内のサインを設置する。 

配置場所を考慮して、サイン基礎は置型タイプとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④管理施設整備工 

・転落防止柵 

山側広場で高低差があり転落の恐れがある場所に柵を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ネットフェンス修繕 

海側広場の既設ネットフェンスは、一部が傾いているため、修繕する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑤建築施設組立設置工 

・四阿 

海側広場の海を見渡せる場所に、休憩機能を充実させるための四阿を設置する。 

四阿は、多様な方向を見渡せること、及び周辺からのランドマークとなるように六角形

のタイプとする。 

なお災害時には、救護室として活用できるようにテント機能を備えたものとする。テン

トは四阿内の縁台内に収納する。 

 



 

３－２ 鳥瞰図の作成 

実施設計内容を踏まえて、鳥瞰図を作成した。 

作成した鳥瞰図は、次頁に示した。 

 

 

 

 



中沢浜 塚歴史防災公園 瞰図



 

 

３－３ 数量計算 

実施設計内容を踏まえて、数量計算書を作成した。 

作成した数量計算書は、資料編に示した。 

 

 

３－４ 概算工事費の算出 

数量計算を踏まえて、概算工事費の算出を行った。 

作成した概算工事費は、資料編に示した。 

 

 

 



 

４．広報用パンフレットの作成

 

広報用パンフレットの作成として、平成２６年度は、活用方法を踏まえた作成の目的と

構成案について検討を行った。 

検討案をもとに、平成２７年度にデザイン等の配置の検討を行い、関係機関と協議した。 

 

４－１ 目的 

歴史防災公園及び中沢浜貝塚の概要について、周辺住民や観光客等へ周知し、災害や避

難の際に役立てていただくとともに、地元小中学校での教材として活用することを目的と

する。 

 

４－２ ページ構成 

目的を踏まえ、パンフレットの大きさを A5版、主要な部分はルビ付きとし、ページ構

成案を次の通り検討した。 

また、地元小中学校での教材として活用する際に便利なように、裏表紙をメモ欄にした

デザイン案もデータのみ作成した。 

 

 容内 ジーペ

①表紙 上空からの写真 

②中沢浜貝塚歴史防災公園と東日本大震災 石碑と東日本大震災の津波 

③津波への備え 津波から身を守るための備え 

③歴史防災公園基本計画の概要 基本計画の概要を図面や写真により紹介 

④～⑤中沢浜貝塚の概要 貝塚の歴史や出土品、渡辺教授の講演の内

容を紹介 

⑥ワークショップの概要とこれから 

（裏表紙） 

平成 25 年度に実施した基本計画のための

ワークショップの内容と、今後の史跡整備

に向けた計画を紹介 

また、学校用にメモ欄のパターンも作成 

 

 

４－３ パンフレット 

前項までの検討を踏まえ、パンフレットを作成し、200 部印刷した。各ページのイメー

ジを次頁以降に示した。 



 

①表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ②中沢浜貝塚歴史防災と東日本大震災 

 



 

③津波への備え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

④歴史防災公園基本計画の概要 



 

⑤中沢浜貝塚の概要（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑥中沢浜貝塚の概要（その２） 



 

⑦ワークショップの紹介（裏表紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑧メモ（裏表紙） 

 

 

 



 

５．指導委員会の運営支援

 

５－１ 指導委員会の開催 

中沢浜貝塚歴史防災公園実施設計における整備指導委員会を、平成 27 年 10 月 21 日

（水）に、開催した。 
委員名簿と開催状況を以下に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５－２ 開催記録 

指導委員会の開催結果について、以下の通り記録を作成した。 

 

 

■中沢浜貝塚歴史防災公園 第２回指導委員会議事録 

2015.10.21 13：30～15：30 陸前高田市コミュニティホール ２階 中会議室 

 

１．開会 

２．教育長あいさつ 

３．委員紹介 

４．委員長選出 

  過年度指導委員会の委員長である、渡辺委員で一任された。 

５．委員長あいさつ 

６．議事 

  ①事業経緯の報告 

  ②内容確認調査結果の報告 

  ③公園整備の概要と検討内容の報告 

７．閉会 

 

出席者：渡辺委員長、熊谷委員、平澤委員、原口委員、細谷委員 

 

【議事要旨】 

①事業経緯の報告②内容確認調査結果の報告について 

 

渡辺委員長 

質問はありますか？ 
原口委員 

言葉に関する質問ですが、深カクランとはどういう意味ですか。 
事務局 

グレーの部分は基礎があり、深くカクランされていて、ほかの部分は砂の層です。資料内

の文字位置が悪いので修正します。 
熊谷委員 

この部分の貝層範囲は推定できますか。また丘陵のボディはどうなっているかわかります

か。 
事務局 

周囲までは調査できておらず、現時点では分かりません。丘陵部は馬蹄形状に貝層がある

だろうと想定されますが、今回の調査では貝層は出てきませんでした。丘陵部は砂で、さら



 

さらした砂浜みたいな砂です。砂の下部は花崗岩なのですが、今回の調査では 13 番だけで

花崗岩が出てきました。 
細谷委員 

地元住民の話によると、道路の下まで貝層があったということ、今の史跡範囲よりも山側

まで砂地がひろがっていたという話を聞いています。現在の史跡範囲は、昭和９年に範囲指

定した訳ですが、もっと広がっていると思われます。 
史跡範囲の見直しは、検討されていませんか。 

原口委員 

関連して、防潮堤工事におけるボーリング調査（柱状図）などの資料はないのですか。 
事務局 

緑化ブロックを施工する前に、壁に貝層が見えたという情報があります。防潮堤工事関連

の情報は確認します。 
熊谷委員 

カクラン層には、縄文時代の何かがでてはこないのですか。 
事務局 

史跡内の上層は、ほとんど見られません。渚には土器が散乱してします。 
熊谷委員 

  年代的に古い土器もでていますか。 

事務局 

下の層は縄文の古い土器がでてきています。 
菅氏 

事業経緯の事業の方向性部分の３行目は、「生かす」は「活かす」に訂正願います。 
事務局 

訂正いたします。 
 

③公園整備の概要と検討内容の報告 

熊谷委員 

避難階段、四阿の基礎は、どの程度の深さになりますか。 
事務局 

避難階段は 2ｍ程度ですが掘削はぜず地上部に置き型で覆土します。また四阿は 0.9ｍ程

度です。 
原口委員 

静荷重による沈下は考慮していますか。 
事務局 

避難階段は基礎部分含めて、現在構造計算中で、御指摘の件も考慮していきます。 
熊谷委員 

多目的広場は、何か整備するのですか。 



 

事務局 

広場のほか、フェンスやベンチを整備します。広場は現況で 50cm 程度の段差があるので

すが、低い部分に盛土をしてレベルを合わせます。 
熊谷委員 

照明は、どの程度のもつものですか。 
事務局 

数日間日照がなくても点灯します（無日照補償日数は 5 日）。照明は部品交換等はありま

すが、数年でだめになるものではありません。 
熊谷委員 

史跡内の地形をできるだけ残した形でつくる配慮は頂いているようですが、気になるのは、

園路は現状のままをうまくすりつけながらやっていく中で四阿部分の盛土です。 
地形を変えるというのが、将来的に史跡整備との整合性を考えた時にどうなるか。ちなみ

に四阿は移設することは可能ですか？ 
事務局 

移設は可能です。 
なお四阿の場所は、ランドマークとしても階段付近がよいのですが、買収できていない用

地があること、園路とのレベル差を考慮して、今の位置に最低限の範囲を盛土としています。 
佐藤防災局長 

四阿は、避難小屋としても利用できるのですか。 

事務局 

テントのように膜が張れますが、ここは避難する場所であって、避難生活する場所ではな

いと考えています。 
原口委員 

四阿があることでこの場所の中心となるのでよいかと思います。広場では海が見えないの

で、何もないと何も変わらない。今後の展開としてランドマークの一つ。復興に向けた整備

の意志を伝えられるのではないかと思います。 
佐藤防災局長 

階段の傾斜は少しきついのではないでしょうか。また色ははどのように考えていますか。 
事務局 

階段の形状は県の基準に基づきながら、用地範囲内に収めた形です。色はこれから検討し

ます。 
熊谷委員 

ここの場所柄、必ずしもバリアフリーが優先される訳ではなく、史跡保全の観点があるこ

とを、ご了承いただきたいです。 
細谷委員 

駐車場はどこになりますか。 
 



 

事務局 

駐車場は、計画地内には現在無いのですが、市の土地がその周囲にあります。説明会開催

時は、そこを臨時駐車場として利用しました。 
細谷委員 

階段の照明はありますか。また津波記念碑の管理はどのように考えていますか。 
事務局 

階段に照明はついていませんが、ソーラー照明の照度で確保します。津波記念碑は現時点

では、いじらない予定です。管理は、地元が行ってくれています。 
佐藤防災局長 

ノーマライゼーションの観点から、車いすの方はどう避難すれば良いでしょうか。 
事務局 

啓蒙パンフレットを作成しますので、車いすの方は別ルートがあることを周知していきた

いと考えています。 
佐藤防災局長 

防災の点から、トイレは設置されないのですか。 
事務局 

現計画予定地内には考えていません。 
佐藤防災局長 

TP 表示や、到達到達地点の表示は必要と考えますが、いかがでしょうか。 
渡辺委員長 

表示はできますね。災害教育の中でも活かさせます。 
原口委員 

看板や標示は欲しいですね。 
熊谷委員 

ぜひ将来的に史跡整備をするというイメージを持って、文化庁に行って欲しいと思います。

史跡範囲の見直しの計画（構想）を、文化庁に説明して頂きたいです。 
菅氏 

今後の、史跡の活用案は考えていますか。また今後、調査結果の総括報告書もまとめられ

るかと思いますので、よろしくお願いします。 
事務局 

教育の中での活用を考えていますが、詳細はこれからです。 
熊谷委員 

階段の色ですが、史跡であるため派手な色は困りますが、避難時に分かるようなものにし

て欲しいと思います。 
原口委員 

史跡公園はいつごろの進められますか。 



 

事務局 

今後の予定ですが、防災公園の整備を行いながら、ソフト面を充実させていく予定です。

史跡公園の時期は、今時点ではいつとは言えないです。 
熊谷委員 

将来的な史跡整備で、地形が変わったり崩落の可能性が高い。無理な傾斜を人でつくって

しまっているので、今後は保存管理の為に、地元ボランティア、組織体制づくりが必要であ

ると思います。 
また旧地形が殆ど残っていないこともあるので、もう少し広い範囲で地形プロセスを考え

ていく必要がありますね。 
渡辺委員長 

あと、貝塚の全体像を把握したいですね。 
原口委員 

かつての遺跡当時の地形データや貝塚そのものの形が分からないため、非破壊調査なども

検討の余地があります。 
渡辺委員長 

貝層のはぎとりはぜひ、行いたいですね。写真などに貝の名前を記載した展示なども考え

られます。あとハワイでは、観光客に釣針を売っていたりもしますね。そんなことも考えて

はいかがでしょうか。 
整備内容としては、よいかと思いますので、各委員からの指摘内容を踏まえながら進めて

いただければと思います。 
それでは事務局にお返しいたします。 
 

以上 
 

 



 

６．住民説明会の開催

 

６－１ 説明会開催に向けた企画支援 

住民説明会を開催するにあたって、以下のチラシを作成した。作成したチラシは隣接す

る住居に回覧して告知を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６－２ 開催記録 

住民説明会の開催結果は、以下の通り記録を作成した。 

 

 

 中沢浜貝塚歴史防災公園 意見交換会 議事要旨 

日時：平成２７年１月２２日（木）１８：３０～２０：１０ 

会場：中沢浜公民館 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■次第： 

1. 開会 

2. 陸前高田市あいさつ 山田教育長 

3. 事業経緯の説明 

4. 公園基本計画について 

5. 今後の予定 

6. 意見交換 

7. 閉会 

 

 



 

【議事要旨】 

１．開会（18:30) 

２．陸前高田市あいさつ（市 山田教育長） 

３．事業経緯の説明（市 桐木） 

４．公園基本計画について 

５．今後の予定 

６．意見交換 

住民意見 市の回答等 

避難階段は先につくるということで

よいか。 

避難階段は、平成２８年度の工事。四阿と防災広場（か

まどベンチ）、避難用案内板などの工事を行う予定。

防災に関する整備を先行して進め、史跡整備は、その

後、数年調査をしながら進める予定。 

数年とは、どの程度か。 保存管理計画の調査は５年、冊子をまとめるのにさら

に５年、全体で１０年かかっている。 

全体的に調査するとなると、報告書づくりもあるので

時間はかかる。 

必要最低限といわず、施設設置個所は

きちんと埋蔵物を調べていただきた

い。 

避難階段もこの位置に限定したわけではなく、調査の

結果を見ながら配置を検討する。 

文化庁からは調査のための現状変更許可を得たのみ

であり、調査結果をふまえて、施設整備の許可はこれ

から協議することになる。 

四阿は、壁で囲ってしまうのか。 通常時は、開放的に使える。災害時にカーテンのよう

に囲って使うことができるタイプである。 

四阿はどのくらいの大きさ？ 標準的には４ｍ四方程度。大きく、小さくはできる。

整備にはどの程度時間がかかるのか。 現在、国に調査についての現状変更を申請している。

よって調査の現状変更は認められているが、工事の現

状変更は認められていない。階段をどういう構造でつ

くるかが決まってから、現状変更を認めていただくこ

とになる。 

盛土をして避難階段をつくる方針だが、杭等をどのく

らい打つことができるか、すべて調査してからでない

と文化庁も許可を出すことはない。 

基礎が遺跡にかからないかどうか確認してからでな

いと、文化庁の許可は出ない。 

防災広場も高低差があるので、どうしていくか詳細は

これからだが、子ども達が遊ぶくらいの空間はつくり

たい。 

人骨が出たところの取り扱いは難しく、調査に長い時

間がかかることも考えられる。他の例をみると、もと

の地形に戻せという指示がよく出ている。それに市が

たてた、フェンスを撤去しなければならない、となる

とそのたびごとに調査も必要。 

皆さんで活用していけるような整備の仕方を考えて、

ソフト面の話もした。 

地元の方と一緒に使える史跡を目指していきたい。 

 



 

形として５年後１０年後のかたちを

示してもらわないとモチベーション

が下がる。 

だいたいの目標を示してもらえれば。

子ども達が学習ができる場所など、学

びの場として活用したい。 

みなさんの意見をとりいれた基本計画図ができたこ

とは、ひとつの形である。 

また絵にはなっていないが、史跡外で学習施設などで

きたらということで、基本計画図の右上に文字として

示している。 

ワークショップで話をしていた花壇

などはあるのか 

プランターのような形になるかもしれないが、図には

描いている。 

学校で貝塚の重要性を理解していな

いのでは？ 

小学校の参観日などにみなさんで説

明してもらえたらいい。 

高田はずっといいものを持ってきたのに、活用してこ

なかったという反省がある。 

縄文土器が出るところだから、家を建てないで地域で

守ってきたという場所があったが、今回震災の整備で

調査することになった。１ｍ以上にわたって縄文土器

が多く出てきて、これまで活用していなかったのがも

ったいなかった。 

高田の子ども達分かっていない状況。子ども達にも教

えていかなければならない。今は外から来た人に教え

てもらっている状態。 

文化財をこれからの子ども達に伝えていかなければ

ならない。 

我が家の上にも計画が描かれている

が、我々はどうしたらいいの？ 

３０年後の話でもいいが、我が家はど

うすればいいのか。 

決まったことは教えてほしい。 

平成２８年度までに防災機能をつくるところまでは、

国の予算もいただいている。 

その後の史跡整備にどれだけ時間と予算がかかるか、

申し訳ないが、現時点でははっきり言えない。 

ただ平成２９年度以降は何もしないというのではな

く、引き続き事業は進めていきたい。 

何か分かり次第、その都度説明して、ご意見をいただ

くことだけは、間違いなくしていきたい。 

中沢浜貝塚では公有地化を１０年で行ってきている

が、通常は２０～３０年はかかる。 

一般的な史跡整備だと、そういった時間がかかる。 

遺跡上に家があった。その人たちが計

画に納得して移住したということを

考えると、ペンペン草の野原にしてお

くのもつらい。移住先で津波にあった

方もいる。あまり長くも伸ばしてもら

いたくない。少しでも形で出してほし

い。 

順次進めていきたい。 

陸前高田は観光にも力を入れると昨

日地域を訪れた市長が言っていた。こ

れもひとつの観光になる。 

市内には遺跡が３００近くあると記録されているが、

実感としては分からない。それぞれを線で結んでこな

かったためだ。 

広田半島と市内の観光施設を結んでいけるといい。こ

れまでは高田の松原だけを頼りにしていた状況だ。 

 

 

 

 



 

貝塚といっても看板があるだけ。他の

貝塚も標識があるだけで、見たことは

ない。広田にも根崎にも遺跡はあるら

しい。 

貝層観察施設とか、見ることができる

といい。 

今後、調査を進めていく中で検討していきたい。 

防災という名前が付いているが、一番

人が多いのは大漁祭りの時である。避

難した大勢の人がその後どうするか、

は考えていないのか。 

位置づけは、一時避難場所であるが、防災対策室の意

向としては、一次避難所、二次避難所へ誘導したいと

いうことになるだろう。 

津波によって横のつながりが切れて

しまった。各沢ごとに孤立してしまっ

た。 

建設課にも横をつなぐ道路が欲しい

と言ったこともある。 

県道を山側に整備の予定。 

２～３つ階段は欲しい。 

防潮堤が高くなって、ますます見えな

い。 

階段３歩上がったら、海が見えれば、

どのくらい余裕があるかが分かる 

また、手すりを付けて欲しい。 

地域でどこに階段があるのか周知していくことが重

要。 

公園が整備された１０年後にさあ使ってください、で

はなく、１０年後までに何ができるか、ということを

地域で考えながら、整備をしていきたい。 

野原になっていて、草刈りが１回だけ

だ。３回くらい刈っていただけたら。

夏になると海の方に近づけないこと

がある。 

草ぼうぼうにしてしまうと、お金かけ

て公有化したのに、何してるの？とい

うことになる。 

来年度は、年３回の草刈りを予算要望している。 

博物館でなくても展示室でもいいか

ら、こういうものを作りたい。これを

目指します、というのを示してもらえ

たらありがたい。 

人骨に装飾品があったと聞いている

が、そういったものの展示などできな

いか。 

写真でも構わないが。 

人骨は東北大学にある。 

漁労具などはだいぶ残っている。人骨はレスキューし

て塩分を抜く処理などをしている。 

博物館は難しいのかもしれないが、無人で施錠は地域

の方にお願いして、昼間だけでも見られる資料館みた

いなものがあれば違うと思う。 

子ども達が高いところで安全に遊べ

るというのが希望。歴史を学びなが

ら。 

資料館に写真があると子供たちの夢が広がる。 

公有地化で移転してもらった方々に

も情報提供してぜひ参加していただ

きたい。 

今後、情報提供したい。 

７．閉会 

 

 



 

７．文化庁協議

 

内容確認調査結果を踏まえた整備内容について、９月 24 日（木）13：00～14：00に文

化庁協議を行った。 

 

 

（１）出席者 

  文化庁文化財部記念物課 史跡部門 主任文化財調査官 佐藤 正知 
  岩手県教育委員会 生涯学習文化課 埋蔵文化財担当 上席文化財専門員 菅 常久 
  株式会社協和コンサルタンツ 鈴木 良 
  株式会社協和コンサルタンツ 山口 和浩 
 
（２）文化庁からの指導内容、質疑応答 

・ボーリング調査はコアを取ってあるのか。ボーリング調査の結果といくつか空けたト

レンチの土層図との関係を分析した方がよいのではないか。 
→ コアは取ってある。分析についても考えている。 
・防災公園が完成した時に報告書はできるのか。報告書はどこで発表するのか。 

  → 市内全体の試掘の内容報告書の中に盛り込む予定である。それができなければ、史

跡の内容確認調査後に総括報告書の中でまとめたい。 
・総括報告書の刊行は大分先になるのではないのか。市民と協働で進めている防災公園

の取組の中で発掘調査の結果も報告すべきである。 
・これだけの箇所を発掘しているのだから、地形がどうやってできているのか相対表が

必要である。今後の内容確認調査の前段階として、こういう状況の中で史跡に傷がつ

かないように防災公園の整備を行いました、ということを発信すべきである。 
・通常は発掘したら報告を行うものである。それをどこかでやってほしい。次の指導委

員会でこの資料だけを提示されても委員は内容が分からない。 
・公園が完成した時に発掘でこんなことが分かったということを発信してほしい。試掘

調査の立会と同じような報告では足りない。もう少し分析をお願いする。 
・ハードは２８年度に完成するのだから、何かオープニングを考えないといけない。完

成式典やイベントを考えているのか。 
→ 検討中である。 
・構想から３年、４年が経過している。災害の時だけ使うのではなく、日常的に使って

もらう公園なのだから、人を集めることを考えないといけない。 
→ 地域の方に意識してもらえるようにパンフレットを作成しているところである。た

だし、防災公園なのでパンフレットも防災に重きを置いた内容となる。歴史について

は、子どもが授業で学べるよう学校に働きかけていきたい。 



 

・出前授業はやっているのか。 
→ 博物館が行っている。現地で出前授業ができないか探っているところである。児童

の移動手段等の課題もある。 
・例えば計画期間を１０年とした場合、当時の小学生は１０年後には成人している。そ

れでは遅い。スピード感をもって文化財の活用を進めてもらうためにも体制強化の検

討をお願いする。３年ぐらいで何か変わるように取り組んでもらいたい。 
→ 陸前高田市は、抱える文化財が非常に多く、これから本気で内容確認を行い史跡を

整備していくとなれば、専任の担当者が必要である。 
・引き続き、史跡整備に移ることができればよいが、そんなに簡単にはいかないはずで

ある。今の段階でどう活用していくかを考えていくべきである。 
→ 学習会や防災訓練ができないか探っているところである。地域の方の「貝塚＝入っ

てはいけない場所」という意識も無くなりつつある。お祭りの練習場所としての活用

も地元に話している。 
・次の指導委員会で活用方法に関する話題は出てきそうか。 
→ 出てくるかもしれない。検討委員会は時間的に開けないので個別にパンフレット案

を持って説明に回る予定である。 
・もちつきをするのはどうか。魚か貝で味噌汁を作るのはどうか。花を植えたらどうか。

人を集めるためのアイデアが必要である。 
→ 親子で参加できるようなイベントも検討したい。 
・高岡市では文化財の説明板を子どもたちが作成し、１０年間、子どもたち自身で管理

する取組を行っている例がある。それを親が見に来る。成人した子どもたちがそこで

再会できる場となる。 
 

以上 
 
 




